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すべてのワーカーのパフォーマンスを支える

◆ 情報とノウハウを組織で共有し、社員一人ひとりが円滑に業務を進められる環境を整えます
◆ 業務や経営におけるデータ活用を推進し、地域を代表する作業服ブランドを目指すための経営基盤を築きます

➢ フェーズ１（現在 ～ 20２７年３月）

❏ 経営理念

❏ DX推進体制

❏ DX推進目標

❏ DXビジョン（２～３年後にありたい姿）

❏ DX戦略・施策

戦略 「業務の標準化と情報共有基盤の構築」

施策 • 情報の属人化を解消するため、社内情報や顧客対応履歴等を共有できる環境と運用ルールを整備
• 業務を標準化するため、主要業務の作業手順と判断基準を整理したマニュアルを整備
• 受注業務の効率化に向けて、紙・FAX・メール等の受注情報の整理とデジタル化範囲を検討
• 経営と社員の相互理解を深めるため、定期的に意見を収集・共有する仕組みを整備

➢ フェーズ2（20２７年４月 ～ 20２８年９月）

戦略 「顧客・販売情報の活用と業務効率化」

施策 • 受注情報の二重管理を解消するため、紙媒体による小口受注のデジタル化と受注情報の一元管理を推進
• 転記の手間と入力ミスを減らすため、販売管理システムとバックオフィス業務間のデータ連携範囲を拡大
• 出荷・在庫状況を素早く把握するため、現場で在庫やリストを確認できる環境を段階的に整備
• 経営判断を迅速化するため、売上・在庫の状況を可視化する仕組みを構築

➢ フェーズ3（20２８年１０月 ～ 20２９年９月）

戦略 「データ活用による収益力と顧客対応力の向上」

施策 • 季節変動による在庫リスクを軽減するため、過去の販売実績やシーズン計画を活用した需要予測の
仕組みを構築

• 過剰在庫・機会損失を抑えるため、仕入計画と発注実績の差異を可視化し、在庫情報を全社で共有して
販売機会につなげる仕組みを構築

• データに基づく経営を定着させるため、売上・在庫・顧客データの統合的な分析と分析結果に基づく
改善活動を推進

• 代表取締役がDX推進における実務執行統括責任者を務めます
• DX推進チームがDX戦略実行の中心的役割を担います

カヴァーワーク 株式会社

• 主要業務のマニュアル整備率
• 受注処理工数

： 100％（～202８年９月）
： 202５年度比 20%削減（～202９年３月）


